
令
和
六
年
二
月
十
三
日

一

大
分
県
報
（
公
安
委
規
則
・
告
示
）

令

和

六

年

第

四

八

四

号

二
月
十
三
日

（　火 曜 日　）

目
　
　
　
　
　
　
　
次

　
　
　
　
　
　
　
公
安
委
員
会
規
則

刑
事
訴
訟
法
第
百
八
十
九
条
第
一
項
及
び
第
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
司
法
警
察
員
等
の

指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正  

一

大
分
県
公
安
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則  

一

　
　
　
　
　
　
　
告
　
　
　
　
　
示

救
急
病
院
等
の
認
定  

一

県
営
緊
急
防
災
工
事
計
画
の
決
定
及
び
縦
覧  

二

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
の
決
定
及
び
縦
覧  

二

土
地
改
良
法
に
よ
る
換
地
処
分  

二

大
分
県
資
源
管
理
方
針
の
一
部
改
正  

二

道
路
区
域
の
変
更  

七

　
　
　
　
　
　
　
警
察
本
部
訓
令

大
分
県
警
察
職
員
の
職
務
執
行
に
伴
う
被
害
補
償
に
関
す
る
訓
令
の
制
定  

七

○
公
安
委
員
会
規
則

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
　
発
行
人
　
大
　
分
　
県
　
　
編
集
　
㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ
　
　
（
定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
七
十
四
号

　
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
医
療
機
関
を
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
救
急
隊
に
よ

り
搬
送
さ
れ
る
傷
病
者
に
関
す
る
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
と
し
て
認
定
し
た
。

　
　
令
和
六
年
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

救
急
病
院

・
救
急
診

療
所
の
別

名
　
　
称

所
　
在
　
地

認
　
定
　
期
　
間

　
刑

事
訴

訟
法

第
189条

第
１

項
及

び
第

199条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

く
司

法
警

察
員

等
の

指
定

に
関

す
る

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

を
こ

こ
に

公
布

す
る

。
　

　
令

和
６

年
２

月
13日

大
分

県
公

安
委

員
会

委
員

長
　

　
板

　
　

　
井

　
　

　
良

　
　

　
助

　
大

分
県

公
安

委
員

会
規

則
第

１
号

刑
事
訴
訟
法
第
189条

第
１
項
及
び
第
199条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
司
法
警
察
員
等
の

指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
刑

事
訴

訟
法

第
189条

第
１

項
及

び
第

199条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

く
司

法
警

察
員

等
の

指
定

に
関

す
る

規
則

（
昭

和
29年

大
分

県
公

安
委

員
会

規
則

第
５

号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

　
第

１
条

第
１

項
中

「
巡

査
部

長
」

を
「

、
巡

査
部

長
」

に
、

「
巡

査
の

」
を

「
、

巡
査

の
」

に
改

め
る

。
　

第
２

条
中

「
刑

事
訴

訟
法

第
199条

第
２

項
」

を
「

、
刑

事
訴

訟
法

（
昭

和
23年

法
律

第
131号

）
第

199
条

第
１

項
」

に
、

「
司

法
警

察
員

は
」

を
「

司
法

警
察

員
及

び
同

法
第

201条
の

２
第

１
項

に
規

定
す

る
逮

捕
状

に
代

わ
る

も
の

の
交

付
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

司
法

警
察

員
は

、
」

に
改

め
る

。
　
　
　
附
　
則

　
こ

の
規

則
は

、
令

和
６

年
２

月
15日

か
ら

施
行

す
る

。

　
大

分
県

公
安

委
員

会
事

務
決

裁
規

則
の

一
部

を
改

正
す

る
規

則
を

こ
こ

に
公

布
す

る
。

　
　

令
和

６
年

２
月

13日
大

分
県

公
安

委
員

会
委

員
長

　
　

板
　

　
　

井
　

　
　

良
　

　
　

助
　

大
分

県
公

安
委

員
会

規
則

第
２

号
　
　
　
大
分
県
公
安
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
大

分
県

公
安

委
員

会
事

務
決

裁
規

則
（

平
成

13年
大

分
県

公
安

委
員

会
規

則
第

７
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
　

別
表

の
刑

事
訴

訟
法

（
昭

和
23年

法
律

第
131号

）
に

規
定

す
る

事
務

の
部

の
第

199条
第

２
項

の
項

中
「

司
法

警
察

員
」

の
次

に
「

及
び

逮
捕

状
に

代
わ

る
も

の
の

交
付

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
司

法
警

察
員

」
を

加
え

る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ

の
規

則
は

、
令

和
６

年
２

月
15日

か
ら

施
行

す
る

。



令
和
六
年
二
月
十
三
日

二

大
分
県
報
（
告
示
）

救
急
病
院

大
分
中
村
病
院

大
分
市
舞
鶴
町
一
丁
目
四
番
一
号

令
六
・
　
一
・
　
一
か
ら

令
八
・
　
七
・
三
一
ま
で

救
急
病
院

大
分
三
愛
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー

大
分
市
大
字
市
一
二
一
三
番
地

令
六
・
　
二
・
　
一
か
ら

令
九
・
　
一
・
三
一
ま
で

救
急
病
院

大
分
循
環
器
病
院

大
分
市
大
字
三
芳
三
二
〇
番
三

令
六
・
　
二
・
　
一
か
ら

令
九
・
　
一
・
三
一
ま
で

救
急
病
院

西
田
病
院

佐
伯
市
鶴
岡
西
町
二
丁
目
二
六
六
番
地

令
六
・
　
二
・
　
一
か
ら

令
九
・
　
一
・
三
一
ま
で

大
分
県
告
示
第
七
十
五
号

　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

県
営
緊
急
防
災
工
事
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
緊
急
防
災
工
事
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
令
和
六
年
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

事
　
　
業
　
　
名

地
区
名

縦
　
　
覧
　
　
期
　
　
間

縦
覧
場
所

県
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

（
地
域
防
災
機
能
増
進
事
業
）

大
谷
地
区

令
六
・
　
二
・
一
三
か
ら

令
六
・
　
三
・
　
四
ま
で

竹
田
市
役
所

大
分
県
告
示
第
七
十
六
号

　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
県
営

土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
令
和
六
年
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

事
　
　
業
　
　
名

地
区
名

縦
　
　
覧
　
　
期
　
　
間

縦
覧
場
所

県
営
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
等

整
備
事
業

青
柳
溜
池

地
区

令
六
・
　
二
・
一
三
か
ら

令
六
・
　
三
・
　
四
ま
で

杵
築
市
役
所

大
分
県
告
示
第
七
十
七
号

　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

水
田
畑
地
化
推
進
基
盤
整
備
事
業
柚
ノ
木
地
区
二
工
区
の
換
地
処
分
を
し
た
。

　
　
令
和
六
年
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

大
分
県
告
示
第
七
十
八
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
分
県
資
源
管

理
方
針
（
令
和
二
年
大
分
県
告
示
第
六
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、
同
条
第
十

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

　
　
令
和
六
年
　
月
　
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

　
第
一
の
一
中
「
平
成
三
十
年
」
を
「
令
和
三
年
」
に
、
「
三
万
二
千
」
を
「
約
二
万
九
千
」
に
、
「
百
二

十
七
億
円
」
を
「
八
十
九
億
円
」
に
改
め
る
。

　
第
八
中
「
ま
で
に
」
の
下
に
「
、
法
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
資
源
管
理
の
目
標
を
定
め
る
に
当
た
っ

て
必
要
な
資
源
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な
い
水
産
資
源
の
資
源
管
理
の
方
向
性
は
「
別
紙
三
─
一
　
さ
わ
ら
瀬

戸
内
海
系
群
」
か
ら
「
別
紙
三
─
十
七
　
い
わ
し
類
（
か
た
く
ち
い
わ
し
、
う
る
め
い
わ
し
）
大
分
県
周
辺

海
域
」
ま
で
に
」
を
加
え
る
。

　
「
別
紙
一
─
六
」
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
別
紙
三
─
一
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
さ
わ
ら
瀬
戸
内
海
系
群

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
国
が
行
う
資
源
評
価
に
お
け
る
親
魚
量
を
、
提
案
さ
れ
た
目
標
管
理
基
準
値
案
に
回
復
さ
せ
る
。

　
な
お
、
資
源
管
理
基
本
方
針
に
資
源
管
理
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
資
源
管
理
の
目

標
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水



令
和
六
年
二
月
十
三
日

三

大
分
県
報
（
告
示
）

産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百
二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協

定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に
参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定

期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促
進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
二
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
ひ
ら
め
瀬
戸
内
海
系
群

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
国
が
行
う
資
源
評
価
に
お
け
る
親
魚
量
を
、
提
案
さ
れ
た
目
標
管
理
基
準
値
案
以
上
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
資
源
管
理
基
本
方
針
に
資
源
管
理
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
資
源
管
理
の
目

標
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
三
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
ひ
ら
め
太
平
洋
南
部
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
国
が
行
う
資
源
評
価
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
資
源
の
動
向
を
、
令
和
九
年
度
ま
で
に
増
加
と
す
る
。

　
な
お
、
国
に
よ
り
最
大
持
続
生
産
量
を
実
現
す
る
親
魚
量
等
が
公
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
資
源

評
価
結
果
に
基
づ
く
指
標
を
、
資
源
管
理
基
本
方
針
に
資
源
管
理
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

当
該
資
源
管
理
の
目
標
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
四
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
ま
だ
い
瀬
戸
内
海
中
・
西
部
系
群

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
国
が
行
う
資
源
評
価
に
お
け
る
親
魚
量
を
、
提
案
さ
れ
た
目
標
管
理
基
準
値
案
以
上
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
資
源
管
理
基
本
方
針
に
資
源
管
理
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
資
源
管
理
の
目

標
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百
二

十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に
参

加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促
進

す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
五
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
ま
だ
い
太
平
洋
南
部
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
国
が
行
う
資
源
評
価
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
資
源
の
動
向
を
、
令
和
九
年
度
ま
で
に
増
加
と
す
る
。

　
な
お
、
国
に
よ
り
最
大
持
続
生
産
量
を
実
現
す
る
親
魚
量
等
が
公
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
資
源

評
価
結
果
に
基
づ
く
指
標
を
、
資
源
管
理
基
本
方
針
に
資
源
管
理
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

当
該
資
源
管
理
の
目
標
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す
る
。
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大
分
県
報
（
告
示
）

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
六
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
た
ち
う
お
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
大
分
県
の
資
源
評
価
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
資
源
の
動
向
を
、
令
和
九
年
度
ま
で
に
増
加
と
す
る
。

　
な
お
、
国
が
行
う
資
源
評
価
に
よ
り
、
海
域
全
体
の
資
源
状
態
等
が
公
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該

資
源
評
価
結
果
に
基
づ
く
指
標
等
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
七
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
は
も
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
大
分
県
の
資
源
評
価
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
資
源
の
水
準
を
、
瀬
戸
内
海
で
は
高
位
、
豊
後
水
道
で

は
中
位
以
上
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
国
が
行
う
資
源
評
価
に
よ
り
、
海
域
全
体
の
資
源
状
態
等
が
公
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該

資
源
評
価
結
果
に
基
づ
く
指
標
等
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
八
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
い
さ
き
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
大
分
県
の
資
源
評
価
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
資
源
の
動
向
を
、
令
和
九
年
度
ま
で
に
増
加
と
す
る
。

　
な
お
、
国
が
行
う
資
源
評
価
に
よ
り
、
海
域
全
体
の
資
源
状
態
等
が
公
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該

資
源
評
価
結
果
に
基
づ
く
指
標
等
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
九
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
ま
こ
が
れ
い
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
資
源
を
現
状
の
水
準
に
維
持
す
る
た
め
、
漁
獲
努
力
量
を
現
行
の
水
準
以
下
に
維
持
し
つ
つ
、
当
面

の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
平
成
二
十
九
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
平
均
値
（
百
四
十
八
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ト
ン
）
程
度
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
十
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
か
さ
ご
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
資
源
を
現
状
の
水
準
に
維
持
す
る
た
め
、
漁
獲
努
力
量
を
現
行
の
水
準
以
下
に
維
持
し
つ
つ
、
当
面

の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
平
成
二
十
九
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
平
均
値
（
十
五
ト

ン
）
程
度
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
十
一
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
く
る
ま
え
び
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
資
源
を
現
状
の
水
準
に
維
持
す
る
た
め
、
漁
獲
努
力
量
を
現
行
の
水
準
以
下
に
維
持
し
つ
つ
、
当
面

の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
平
成
二
十
九
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
平
均
値
（
三
十
二
ト

ン
）
程
度
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
十
二
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
が
ざ
み
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
資
源
を
現
状
の
水
準
に
維
持
す
る
た
め
、
漁
獲
努
力
量
を
現
行
の
水
準
以
下
に
維
持
し
つ
つ
、
当
面

の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
平
成
二
十
九
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
平
均
値
（
七
十
ト

ン
）
程
度
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
十
三
）

第
一
　
水
産
資
源
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う
に
類
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
資
源
を
現
状
の
水
準
に
維
持
す
る
た
め
、
漁
獲
努
力
量
を
現
行
の
水
準
以
下
に
維
持
し
つ
つ
、
当
面

の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
平
成
二
十
九
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
平
均
値
（
三
十
一
ト

ン
）
程
度
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
十
四
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
あ
わ
び
類
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
資
源
を
現
状
の
水
準
に
維
持
す
る
た
め
、
漁
獲
努
力
量
を
現
行
の
水
準
以
下
に
維
持
し
つ
つ
、
当
面

の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
平
成
二
十
九
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
平
均
値
（
十
五
ト

ン
）
程
度
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
十
五
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
な
ま
こ
類
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
資
源
を
現
状
の
水
準
に
維
持
す
る
た
め
、
漁
獲
努
力
量
を
現
行
の
水
準
以
下
に
維
持
し
つ
つ
、
当
面

の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
平
成
二
十
九
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
平
均
値
（
百
四
十
九

ト
ン
）
程
度
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
、
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
十
六
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
あ
じ
類
（
ま
る
あ
じ
、
む
ろ
あ
じ
）
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
当
面
の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
、
平
成
二
十
四
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
十
年
間
の
漁
獲
量
か

ら
大
分
県
が
判
断
す
る
中
位
以
上
の
水
準
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
し
、
資
源

管
理
基
本
方
針
に
資
源
管
理
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
資
源
管
理
の
目
標
を
資
源
管
理

の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る
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よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

（
別
紙
三
─
十
七
）

第
一
　
水
産
資
源

　
　
　
い
わ
し
類
（
か
た
く
ち
い
わ
し
、
う
る
め
い
わ
し
）
大
分
県
周
辺
海
域

第
二
　
資
源
管
理
の
方
向
性

　
当
面
の
間
、
年
間
総
漁
獲
量
を
、
平
成
二
十
四
年
か
ら
令
和
三
年
ま
で
の
過
去
十
年
間
の
漁
獲
量
か

ら
大
分
県
が
判
断
す
る
中
位
以
上
の
水
準
に
維
持
す
る
。

　
な
お
、
定
期
的
な
検
証
の
際
に
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
本
方
向
性
を
見
直
す
こ
と
と
し
、
資
源

管
理
基
本
方
針
に
資
源
管
理
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
資
源
管
理
の
目
標
を
資
源
管
理

の
方
向
性
と
す
る
。

第
三
　
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

　
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。
ま
た
、
当
該
水
産
資
源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第
百

二
十
四
条
第
一
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、
認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に

参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に
よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促

進
す
る
。

　
加
え
て
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
の
精
度
が
向
上
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

　
　
　
該
当
な
し
。

大
分
県
告
示
第
七
十
九
号

　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
二
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
令
和
六
年
二
月
十
三
日

大
分
県
知
事
　
　
佐
　
　
　
藤
　
　
　
樹
　
一
　
郎
　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区
　
　
　
間

区
域
変
更

前 

後 

別

敷
地
の
幅
員

延
　
　
長

県
道
緒
方

千
穂
線

豊
後
大
野
市
緒
方
町
上
畑
字
広
川
原

九
七
四
番
一
地
先
か
ら

豊
後
大
野
市
緒
方
町
上
畑
字
中
野
九

八
八
番
四
ま
で

前

メ
ー
ト
ル

九
・
四
　
　

〜
　
五
・
四

メ
ー
ト
ル

二
四
八
・
六

後

一
〇
五
・
四
　
　

　
〜
二
六
・
〇

二
四
八
・
六

○
警
察
本
部
訓
令

　

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
３
号

警
　

察
　

本
　

部
　

警
　

察
　

学
　

校
　

警
　

　
察

　
　

署
　

　
大

分
県

警
察

職
員

の
職

務
執

行
に

伴
う

被
害

補
償

に
関

す
る

訓
令

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

　
　

令
和

６
年

２
月

13日
大

分
県

警
察

本
部

長
　

種
　

田
　

英
　

明
　

　
　
　
大
分
県
警
察
職
員
の
職
務
執
行
に
伴
う
被
害
補
償
に
関
す
る
訓
令

　
（

目
的

）
第
１
条

　
こ

の
訓

令
は

、
大

分
県

警
察

職
員

（
以

下
「

職
員

」
と

い
う

。
）

が
職

務
を

執
行

す
る

に
当

た
っ

て
そ

の
所

有
物

が
被

害
を

受
け

た
場

合
に

、
こ

れ
を

補
償

す
る

た
め

の
制

度
を

設
け

る
こ

と
に

よ
り

、
職

員
の

財
産

的
被

害
の

回
復

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　
（

補
償

金
の

支
給

）
第
２
条

　
職

員
が

職
務

を
執

行
す

る
に

当
た

っ
て

、
職

務
の

た
め

に
所

持
し

、
又

は
使

用
す

る
所

有
物

が
汚

損
し

、
毀

損
し

、
滅

失
し

、
又

は
亡

失
し

た
場

合
に

お
い

て
、

民
法

（
明

治
29年

法
律

第
89号

）
そ

の
他

の
法

令
に

よ
る

損
害

賠
償

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

き
は

、
補

償
金

を
支

給
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
被

害
を

受
け

た
状

況
等

に
よ

り
、

補
償

金
を

支
給

す
る

こ
と

が
適

当
で

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
（

補
償

金
の

額
）

第
３
条

　
補

償
金

の
額

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

区
分

に
応

じ
当

該
各

号
に

定
め

る
額

と
す

る
。

た
だ

し
、
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令
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当
該

各
号

に
定

め
る

額
が

、
所

有
物

（
汚

損
し

、
毀

損
し

、
滅

失
し

、
又

は
亡

失
し

た
所

有
物

で
あ

っ
て

補
償

金
の

支
給

の
対

象
と

な
る

も
の

に
限

る
。

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
同

じ
。

）
１

点
に

つ
き

50,000円
を

超
え

る
場

合
は

、
当

該
所

有
物

に
係

る
補

償
金

の
額

は
、

50,000円
と

す
る

。
⑴

　
所

有
物

の
修

理
が

可
能

な
場

合
で

、
そ

の
修

理
に

要
す

る
費

用
が

時
価

以
下

の
と

き
　

修
理

に
要

す
る

費
用

⑵
　

所
有

物
の

修
理

が
可

能
な

場
合

で
、

そ
の

修
理

に
要

す
る

費
用

が
時

価
を

超
え

る
と

き
　

時
価

⑶
　

所
有

物
の

修
理

が
不

可
能

な
場

合
　

時
価

　
（

上
申

手
続

）
第
４
条

　
所

属
長

は
、

第
２

条
の

規
定

に
よ

る
補

償
金

の
支

給
を

要
す

る
と

認
め

ら
れ

る
事

案
が

発
生

し
た

と
き

は
、

補
償

金
支

給
上

申
書

（
第

１
号

様
式

）
に

必
要

な
資

料
を

添
え

て
警

務
部

監
察

課
長

を
経

由
し

て
警

務
部

長
に

上
申

す
る

も
の

と
す

る
。

　
（

支
給

の
決

定
）

第
５
条

　
警

務
部

長
は

、
前

条
の

規
定

に
よ

る
上

申
を

受
け

た
と

き
は

、
そ

の
内

容
を

審
査

し
、

補
償

金
の

支
給

の
要

否
及

び
そ

の
額

を
決

定
す

る
と

と
も

に
、

補
償

金
支

給
決

定
通

知
書

（
第

２
号

様
式

）
に

よ
り

所
属

長
に

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。

　
　

（
補

償
金

の
支

給
）

第
６
条

　
補

償
金

は
、

所
属

長
を

経
由

し
て

当
該

職
員

に
支

給
す

る
も

の
と

す
る

。
　

（
委

任
）

第
７
条

　
こ

の
訓

令
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
補

償
金

の
支

給
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
警

務
部

長
が

定
め

る
。

　
　
　
附
　
則

　
（

施
行

期
日

）
１

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
６

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

　
（

大
分

県
警

察
職

員
の

職
務

執
行

に
伴

う
被

害
補

償
に

関
す

る
訓

令
の

廃
止

）
２

　
大

分
県

警
察

職
員

の
職

務
執

行
に

伴
う

被
害

補
償

に
関

す
る

訓
令

（
昭

和
37年

大
分

県
警

察
訓

令
第

28
号

）
は

、
廃

止
す

る
。

　
（

経
過

措
置

）
３

　
こ

の
訓

令
の

施
行

前
に

発
生

し
た

前
項

の
規

定
に

よ
る

廃
止

前
の

大
分

県
警

察
職

員
の

職
務

執
行

に
伴

う
被

害
補

償
に

関
す

る
訓

令
第

４
条

の
補

償
を

要
す

る
と

認
め

ら
れ

る
事

案
に

係
る

補
償

に
つ

い
て

は
、

な
お

従
前

の
例

に
よ

る
。

第
１
号
様
式

（
第

４
条

関
係

）

第
　

　
　

　
　

号
　

年
　

　
月

　
　

日
　

　
警

　
　

務
　

　
部

　
　

長
　

　
殿

所
属

長
名

　
　

　
　

　
　

　
　

補
償

金
支

給
上

申
書

所
　

　
　

　
　

　
属

階
　

　
　

　
　

　
級

氏
　

　
　

　
　

　
名

被
害

を
受

け
た

日
時

年
　

　
月

　
　

日
　

　
時

　
　

分
頃

被
害

を
受

け
た

場
所

物
品

名

取
得

年
月

日

取
得

価
格

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
円

被
害

の
程

度
（

修
理

の
可

否
）

□
修

理
可

（
修

理
に

要
し

た
費

用
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

円
）

□
修

理
不

可
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

に
確

認
済

み
）

事
案

の
概

要



令
和
六
年
二
月
十
三
日

九

大
分
県
報
（
警
察
本
部
訓
令
）

第
２
号
様
式

（
第

５
条

関
係

）

第
　

　
　

　
　

号
　

年
　

　
月

　
　

日
　

　
（

　
所

　
属

　
長

　
）

　
　

殿

警
　

　
務

　
　

部
　

　
長

　
　

　
　

　
補

償
金

支
給

決
定

通
知

書
　

補
償

金
の

支
給

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
決

定
し

た
の

で
通

知
し

ま
す

。

記

１
　

対
象

職
員

の
階

級
・

氏
名

２
　

支
給

の
要

否
　

　
□

　
支

給
を

要
す

る
（

補
償

金
の

額
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
円

）
　

　
□

　
支

給
を

要
し

な
い

３
　

支
給

（
不

支
給

）
決

定
年

月
日


